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鹿
児
島
県
奄
美
市
に

災災
害害
救救
助助
法法
がが
適適
用用

潮
田
委
員
長
が
就
任
の
挨
拶

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

五
本
幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長
）

は
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
１０
月

２５
日
、
平
成
２２
年
度
と
し
て
初
と

な
る
国
会
対
策
委
員
会
を
開
催
し

た
。
会
議
で
は
、
正
副
委
員
長
を

選
任
す
る
と
と
も
に
、
平
成
２３
年

度
へ
向
け
た
地
方
行
財
政
施
策
に

関
す
る
重
点
要
望
を
決
定
。
会
議

終
了
後
に
は
、
正
副
委
員
長
ら
で

構
成
す
る
実
行
運
動
班
を
編
成

し
、
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

委
員
長
に
就
任
し
た
議
長
は
、

潮
田
智
信
・
川
崎
市
議
会
議
長
。

副
委
員
長
に
は
、
伊
藤
護
國
・
天

童
市
議
会
議
長
、
西
條
正
道
・
徳

島
市
議
会
議
長
が
就
任
し
、
潮
田

委
員
長
が
本
会
の
要
望
実
現
に
対

す
る
決
意
を
表
明
し
た
。

国
対
委
の
所
管
は
、
総
会
、
評

議
員
会
、
理
事
会
の
ほ
か
、
地
方

行
政
や
社
会
文
教
な
ど
他
の
委
員

会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
定
し
た
要

望
項
目
の
実
現
を
図
る
こ
と
。
当

日
は
重
点
要
望
と
し
て
▽
地
域
主

権
改
革
関
連
３
法
案
の
早
期
成
立

▽
地
方
一
般
財
源
総
額
の
所
要
額

の
確
保
▽
地
方
議
会
の
権
能
強
化

―
―
な
ど
７
項
目
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
国
対
委
で
は
、
総
務
省

か
ら
平
嶋
彰
英
・
大
臣
官
房
審
議

官
を
招
き
、
説
明
を
聴
取
し
た
。

例
年
な
ら
当
該
年
度
初
と
な
る

会
議
は
、
７
月
下
旬
も
し
く
は
８

月
上
旬
に
開
い
て
い
た
国
対
委
。

し
か
し
今
年
度
は
、
９
月
の
菅
改

造
内
閣
発
足
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
始
動
が
遅
れ
て
い
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は

１０
月
２０
・
２１
日
の
両
日
に

わ
た
り
、
第
５
回
研
究
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
大
分
県
大
分

市
内
で
開
催
し
た
�
２
・

３
面
に
関
連
記
事
を
掲

載
。全

国
か
ら
正
副
議
長
、

議
員
ら
約
２
４
０
０
人
が

集
う
な
か
、
主
催
者
を
代

表
し
て
五
本
幸
正
・
本
会

会
長
、
開
催
地
を
代
表
し

て
仲
道
俊
寿
・
大
分
市
議

会
議
長
ら
の
あ
い
さ
つ

で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
幕

し
た
。

鹿
児
島
県
は
県
内
の
奄
美
市
に

対
し
、災
害
救
助
法
を
適
用
し
た
。

同
法
の
適
用
日
は
１０
月
２０
日
。

奄
美
市
で
は
同
法
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
１０
月
２０
日
、
大

雨
が
降
り
注
い
だ
影
響
に
よ
り
、

大
規
模
な
被
害
が
発
生
。
多
く
の

被
災
者
を
生
む
と
と
も
に
、
避
難

し
て
継
続
的
に
救
助
を
必
要
と
す

る
状
況
へ
と
陥
っ
た
。

同
法
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
被

災
者
は
▽
避
難
所
の
提
供
▽
炊
き

出
し
な
ど
に
よ
る
食
品
の
給
与
▽

医
療
や
助
産
行
為
の
提
供
―
―
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1777号１１月５日平成22年
（2010年）

１１月５日現在の市数
８０９市

うち

指定都市 １９市

中核市 ４０市

特例市 ４１市

一般市 ６８６市

特別区 ２３区

本本会会がが研研究究フフォォーーララムム開開催催

本本
会会
のの
国国
対対
委委
がが
始始
動動

委
員
長
に
潮
田
・
川
崎
市
議
長
を
選
任

実行運動班は国会内で一川保夫・民主党政調会長代理（上）
のほか、小川淳也・同副会長（下）と面談し要望実現を求めた

開会あいさつする五本会長（左）と開催市の仲道大分市議長（右）

（１） 平成２２年１１月５日 第１７７７号
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第
１
部
で
は
河
野
洋
平
・
前
衆

議
院
議
長
が
「
衆
議
院
議
長
を
辞

め
て
昨
今
思
う
こ
と
」
と
題
し
基

調
講
演
を
行
っ
た
。
平
成
２１
年
７

月
に
衆
院
議
長
を
勇
退
さ
れ
、
６

年
と
い
う
日
本
憲
政
史
上
最
も
長

い
期
間
衆
院
議
長
を
務
め
た
河
野

氏
は
、
そ
の
豊
富
な
経
験
を
振
り

返
り
、
政
治
的
ね
じ
れ
現
象
や
地

方
政
治
と
国
政
間
の
連
携
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
披
露
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
国
会
を
運
営

す
る
上
で
、
衆
議
院
と
参
議
院
の

意
見
の
違
う
「
ね
じ
れ
国
会
」
に

つ
い
て
、
意
見
を
合
わ
せ
る
た
め

に
も
っ
と
話
し
合
う
、
ど
ち
ら
も

１
０
０
点
は
取
れ
な
い
が
、
７０
点

を
目
指
し
協
議
す
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
国
政
を
見
て
い

る
と
１
０
０
点
か
０
点
か
と
い
う

話
に
な
る
。
反
対
す
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
降
り
る
と
こ
ろ
は
降
り

て
成
案
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
な

ら
な
い
の
か
、
と
思
う
と
述
懐
し

た
。
ま
た
世
界
に
眼
を
向
け
れ

ば
、
ね
じ
れ
現
象
は
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
も
み
ら
れ
、
必

ず
し
も
そ
ん
な
に
頭
を
抱
え
る
状

況
で
は
な
く
、
む
し
ろ
バ
ラ
ン
ス

の
い
い
、
あ
る
い
は
暴
走
を
く
い

止
め
る
だ
け
の
ス
ト
ッ
パ
ー
を
付

け
た
議
会
が
国
政
レ
ベ
ル
で
は
で

き
て
い
る
。辛
抱
す
る
こ
と
、で
き

る
だ
け
の
我
慢
を
し
て
話
し
合
っ

て
、相
手
の
立
場
を
考
え
、言
い
分

を
聞
き
な
が
ら
、
や
は
り
自
分
の

主
張
も
繰
り
返
し
す
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
。
民
主
主
義
と
い
う
の

は
基
本
的
に
は
時
間
が
か
か
る
も

の
だ
と
考
え
る
べ
き
と
説
い
た
。

第
２
部
で
は
「
議
会
の
あ
り
方

〜
定
数
・
報
酬
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
廣
瀬
克
哉
・

法
政
大
学
法
学
部
教
授
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

仲
道
俊
寿
・
大
分
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
中
邨
章
・
明
治
大
学
政
治

経
済
学
部
教
授
、
大
山
礼
子
・
駒

澤
大
学
法
学
部
教
授
、
谷
隆
徳
・

日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
の
４

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
地
方
議
会
の

現
在
の
問
題
点
、
議
会
の
あ
り
方

の
議
論
を
通
し
て
定
数
・
報
酬
に

つ
い
て
議
論
を
掘
り
下
げ
た
。

議
会
の
話
題
に
な
る
と
、
ど
う

議
会
を
活
性
化
さ
せ
る
か
、
制
度

を
ど
う
変
え
れ
ば
い
い
の
か
と
い

う
議
論
に
な
る
が
、
一
般
市
民
は

そ
う
で
は
な
い
。
議
会
が
活
性
化

し
て
い
な
い
な
ら
議
員
を
減
ら

せ
、
報
酬
を
減
ら
せ
と
な
る
の
が

今
の
流
れ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
発
言
で
共

通
し
て
い
た
の
は
、
市
民
か
ら
議

会
の
仕
事
ぶ
り
が
理
解
さ
れ
て
い

な
い
、
み
え
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
題
提
起
。
定
数
、

報
酬
の
手
前
の
段
階
で
、
求
め
ら

れ
て
い
る
議
会
と
は
何
か
、
活
動

を
市
民
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
等

に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
た
。

今
回
で
第
５
回
目
を
迎
え
る
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
地
方
議
会
の
あ
り
方
―
定
数
・
報
酬
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
―
」
。
１
日
目
は
河
野
洋
平
・
前
衆
議
院
議
長
に
よ
る
基
調
講
演
、
次
い
で
廣
瀬
克
哉
・
法

政
大
学
法
学
部
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
２
日
目
の
課
題
討

議
で
は
辻
山
幸
宣
・
中
央
大
学
大
学
院
客
員
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
政
治
倫
理
条
例
」
「
議
会
の

調
査
権
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
４
市
の
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
事
例
報
告
、
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

全国市議会議長会

第�回 研究フォーラム
次
期
開
催
地
の
青
森
市
に
よ
る
挨
拶

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
廣
瀬
教
授

（
右
）
と
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
発

言
す
る
仲
道
大
分
市
議
長
（
写
真

下
、
右
側
）

「「地地方方議議会会ののあありり方方」」討討議議

河河
野野
洋洋
平平
氏氏
がが
基基
調調
講講
演演

パパ
ネネ
ルル
デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン
もも

第
１
日
目
・
１０
月
２０
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

講演する河野・前衆議院議長

第１７７７号 平成２２年１１月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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杉
本
・
か
ほ
く
市
議
長
の
報
告

合
併
前
の
２
町
で
既
に
制
定
さ

れ
て
い
た
政
治
倫
理
条
例
を
た
た

き
台
と
し
、
合
併
後
の
平
成
１６
年

に
か
ほ
く
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
が
可
決
さ
れ
た
。
内
容
は
�

地
方
自
治
法
９２
条
の
２
の
遵
守
�

議
員
の
言
動
に
お
け
る
規
制
�
議

会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
の
機

能
。
特
に
、
こ
の
条
例
で
は
法
的

な
拘
束
力
は
無
い
も
の
の
、
審
査

会
の
審
査
に
よ
り
議
員
の
辞
職
勧

告
を
行
う
措
置
ま
で
規
定
さ
れ
て

い
る
。
議
員
自
ら
倫
理
観
を
持
っ

て
議
員
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

福
井
・
佐
賀
市
議
長
の
報
告

佐
賀
市
の
政
治
倫
理
条
例
の
特

徴
は
、
�
資
産
等
の
公
開
�
贈
収

賄
罪
に
伴
う
問
責
制
度
�
政
治
倫

理
基
準
の
３
つ
を
全
て
条
例
に
含

め
た
点
。
当
初
、
全
国
初
の
事
例

で
あ
っ
た
。
�
で
は
報
告
書
の
内

容
に
疑
義
が
あ
れ
ば
、
規
定
数
の

有
権
者
の
連
署
で
審
査
請
求
が
で

き
る
。
�
で
は
一
審
有
罪
判
決
の

時
点
で
市
民
に
説
明
会
を
行
う
と

規
定
。
�
で
は
そ
の
違
反
の
疑
い

が
あ
れ
ば
規
定
数
の
有
権
者
又
は

議
員
の
連
署
で
直
接
的
に
説
明
会

の
開
催
請
求
が
で
き
る
と
い
う
と

こ
ろ
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
説

明
し
た
。

川
島
・
稲
城
市
議
長
の
報
告

議
会
改
革
の
取
り
組
み
の
な
か

で
、
議
案
は
委
員
会
付
託
を
原

則
、
所
管
事
務
に
つ
い
て
積
極
的

に
調
査
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
９

年
か
ら
、
特
定
所
管
事
務
調
査
を

開
始
。
調
査
の
種
類
は
、
�
市
か

ら
の
報
告
を
受
け
る
な
ど
の
調
査

事
項
�
委
員
会
自
ら
調
査
を
行
う

調
査
事
項
の
２
種
類
。
委
員
会
が

自
ら
特
定
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
自

主
調
査
を
行
い
、
報
告
書
に
ま
と

め
て
政
策
提
言
を
す
る
こ
と
は
議

会
に
期
待
さ
れ
て
い
る
重
要
な
役

割
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

住
民
福
祉
の
増
進
に
つ
な
が
る
と

の
考
え
を
結
論
と
し
て
示
し
た
。

中
島
・
飯
田
市
議
長
の
報
告

議
会
の
在
り
方
研
究
会
、
全
国

初
の
議
会
に
よ
る
市
民
会
議
の
設

置
な
ど
を
経
て
、
平
成
１８
年
、
議

会
議
案
に
よ
り
飯
田
市
自
治
基
本

条
例
を
可
決
。
２０
年
か
ら
は
、
市

議
会
に
お
け
る
行
政
評
価
手
法
を

導
入
し
、
市
の
施
策
・
事
務
事

業
、
具
体
的
に
は
協
同
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
基
本
計
画
に

つ
い
て
独
自
の
評
価
・
検
証
・
提

言
を
行
い
、
進
行
管
理
に
関
与
し

て
い
る
。
成
果
と
し
て
は
、
会
派

を
超
え
て
各
個
人
が
討
議
す
る
場

面
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
新
た
な
課

題
が
発
見
で
き
、
政
策
能
力
向
上

の
一
助
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
挙
げ
た
。

かほく市、佐賀市、稲城市、飯田市
�市の議長が取組紹介

青
森
市（
右
）へ
開
催
旗
の
受
け
渡
し

＜

左
上
写
真＞

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
辻
山

幸
宣
・
中
央
大
学
大
学
院
客
員

教
授

＜

右
下
写
真＞

福
井
・
佐
賀
市
議
長
（
右
）

杉
本
・
か
ほ
く
市
議
長
（
左
）

＜

左
下
写
真＞

中
島
・
飯
田
市
議
長
（
右
）

川
島
・
稲
城
市
議
長
（
左
）

課題討議テーマ

「「政政治治倫倫理理条条例例」」「「議議会会のの調調査査権権」」

課課
題題
討討
議議

��
政政
治治
倫倫
理理
条条
例例

��
議議
会会
のの
調調
査査
権権

ささ
らら
なな
るる
議議
会会
改改
革革
にに
向向
けけ
てて

２
日
目
は
、
辻
山
幸
宣
・
中
央
大
学
大
学
院
客
員
教
授
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
２
つ
の
テ
ー
マ
で
課
題
討
議
を
行
っ
た
。

「
政
治
倫
理
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
杉
本
成
一
・
か
ほ
く
市
議
長

と
福
井
章
司
・
佐
賀
市
議
長
が
、
「
議
会
の
調
査
権
」
に
つ
い
て
は

川
島
や
す
ゆ
き
・
稲
城
市
議
長
と
中
島
武
津
雄
・
飯
田
市
議
長
が
事

例
を
報
告
。
そ
の
後
、
会
場
の
質
問
者
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
２
日
目
・
１０
月
２１
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �����������������������

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
西
條
正
道
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
１８

日
、
徳
島
市
内
で
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
を
開
き
、
「
自

治
体
病
院
経
営
に
関
す
る
要
望
」

を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
の
要
望
は

▽
財
政
対
策
▽
医
師
不
足
・
偏
在

対
策
▽
救
急
医
療
体
制
―
―
の
３

本
柱
で
構
成
。
必
然
的
に
不
採
算

医
療
へ
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

自
治
体
病
院
に
対
し
、
支
援
を
求

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

「
医
師
不
足
・
偏
在
対
策
」
で

は
、
現
政
権
が
公
約
に
掲
げ
る
数

値
目
標
の
「
医
師
数
の
１
・
５
倍

増
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
医
療

法
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
定

め
る
「
医
療
計
画
」
へ
役
立
て
る

た
め
、
「
１
・
５
倍
増
」
実
現
へ

の
工
程
表
を
示
す
よ
う
求
め
る
。

医
療
従
事
者
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
知
事
は
、
５
年
ご
と
に
計
画
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
だ
。

特
に
、
地
方
部
の
病
院
の
医
師

不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
が
初
め
て
全
国
統
一
的
に

実
施
し
た
「
病
院
等
に
お
け
る
必

要
医
師
数
実
態
調
査
（
調
査
期
日

�
平
成
２２
年
６
月
１
日
）
」
に
よ

れ
ば
、
病
院
勤
務
の
医
師
数
は
１６

万
７
０
６
３
人
。
病
院
が
現
在
、

求
人
中
の
医
師
数
は
１
万
８
２
８

８
人
だ
が
、
求
人
し
て
い
な
い
が

必
要
と
考
え
る
医
師
数
も
加
え
る

と
、
全
国
で
２
万
４
０
３
３
人
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
現

医
師
数
に
対
し
本
来
は
、
１
・
１４

倍
の
人
数
が
必
要
な
計
算
。
こ
の

倍
率
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

岩
手
県
１
・
４
倍
、
青
森
県
１
・

３２
倍
と
続
く
。東
京
都
１
・
０８
倍
、

大
阪
府
１
・
０９
倍
と
比
べ
、
地
方

部
で
の
医
師
不
足
が
窺
え
る
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
鎌
田
勲
・
旭
川
市
議
会
議
長
）

は
１０
月
１４
日
、
旭
川
市
で
役
員
会

を
開
催
し
、
同
研
究
会
の
テ
ー
マ

「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」
に
関

す
る
加
盟
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

決
定
し
、
全
加
盟
市
（
８７
市
）
を

対
象
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
調
査
は
同
研
究
会
の
今
後

の
調
査
研
究
に
資
す
る
も
の
で
、

ま
ず
「
地
域
再
生
に
関
す
る
意
識

調
査
」等
と
し
て
、今
後
の
社
会
経

済
情
勢
を
に
ら
み
、
「
地
域
再
生

に
は
何
を
進
め
れ
ば
よ
い
か
」
を

質
問
。
ま
た
、
地
域
再
生
法
に
基

づ
く
「
地
域
再
生
計
画
」
の
実
態

を
含
め
、
そ
の
考
え
を
問
う
も
の

や
、
「
首
都
機
能
の
分
散
」
、
「
経

済
」
・
「
人
口
」
の
分
散
化
、
「
定

住
自
立
圏
構
想
」、「
地
域
再
生
の

た
め
の
税
・
財
政
改
革
」に
つ
い
て

の
意
識
等
を
問
う
も
の
も
あ
る
。

続
い
て
、
「
都
市
に
お
け
る
取

り
組
み
」
と
し
て
、
加
盟
市
の
地

域
再
生
へ
の
取
り
組
み
を
検
証
す

べ
く
、
現
在
実
施
し
て
い
る
及
び

過
去
５
年
間
で
実
施
し
て
い
た
先

進
的
も
し
く
は
特
色
あ
る
取
り
組

み
や
、
実
施
予
定
・
構
想
段
階
に

あ
る
も
の
の
概
要
を
質
問
。
さ
ら

に
、
認
定
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画

の
中
身
を
問
う
も
の
も
あ
る
。

次
に
、
「
市
議
会
に
お
け
る
取

り
組
み
」
と
し
て
、
加
盟
市
議
会

の
地
域
再
生
へ
の
取
り
組
み
を
検

証
す
べ
く
、
過
去
５
年
間
で
実
施

し
て
い
る
若
し
く
は
実
施
し
て
い

た
地
域
再
生
の
取
り
組
み
（
講
演

会
・
研
修
会
・
子
ど
も
議
会
の
開

催
な
ど
）
や
、
実
施
予
定
・
構
想

段
階
に
あ
る
も
の
の
概
要
を
質

問
。
ま
た
、
過
去
５
年
間
の
常
任

・
特
別
委
員
会
に
お
け
る
地
域
再

生
関
連
の
審
議
内
容
等
を
問
う
も

の
や
、
地
方
自
治
法
第
９６
条
第
２

項
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
関
連
の

議
員
・
委
員
会
提
案
に
よ
る
議
決

事
件
に
追
加
す
る
条
例
や
、
こ
れ

を
除
く
政
策
的
条
例
の
名
称
や
可

決
日
等
を
質
問
し
て
い
る
。

「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」

加
盟
市
ア
ン
ケ
ー
ト
決
定

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
井
啓
裕
・
帯
広
市
議

会
議
長
）
は
１０
月
１８
日
、
宮
崎
市

内
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

会
議
を
開
催
し
、
「
広
域
行
政
圏

施
策
に
関
す
る
要
望
」
を
取
り
ま

と
め
た
。
要
望
項
目
は
３
つ
。
▽

広
域
行
政
圏
施
策
に
対
す
る
財
政

支
援
措
置
の
拡
充
強
化
▽
新
た
な

広
域
連
携
の
早
急
な
構
築
▽
平
成

の
大
合
併
に
よ
る
圏
域
拡
大
化
へ

の
対
応
策
と
し
て
「
情
報
・
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
」
「
地
域
医

療
体
制
の
確
保
」
な
ど
地
域
経
済

基
盤
施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
措

置
の
拡
充
強
化
―
―
を
求
め
る
。

広
域
行
政
圏
計
画
策
定
要
綱
そ

の
も
の
は
、
既
に
平
成
２１
年
３
月

３１
日
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
政
府

は
新
た
な
地
域
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
現
在
、
「
定
住
自
立

圏
構
想
」
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
し
か
し
、
地
域
主
権
改
革
の

推
進
に
よ
り
地
方
自
治
体
の
担
う

べ
き
役
割
が
、
ま
す
ま
す
増
大
し

て
い
る
現
状
下
、
広
域
行
政
圏
施

策
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
は
拡
充

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

挨
拶
す
る
石
井
啓
裕
会
長

都市研
役員会

役
員
会
で
要
望
決
定

自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会

広
域
協
が
役
員
会
開
く

財
政
支
援
の
強
化
な
ど
要
望
ま
と
め
る

旭川市開催の役員会で挨拶する鎌田勲会長（上）
都市研役員会の会議の模様（下）
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